
第１８８回 広島数理解析セミナー （２０１５年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.188

日時 ： ６月１２日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 千原 浩之 氏 （筑波大学）

題目 ： Fourth order dispersive systems and dispersive flows into Riemann surfaces

要旨 ： 円上のある 4階線型分散型偏微分方程式系の初期値問題を考察する。リーマン
面上の閉曲線運動を記述する分散型写像流を念頭に置いている。まず、この初
期値問題が適切となるための必要十分条件を与える。次に、この結果をふまえ
て分散型写像流の方程式の構造を考察し、初期値問題が解けるためにはリーマ
ン面が定曲率であることが「ほぼ必要である」ということを説明する。
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